
資料５ 

南区バスキャッシュレス決済導入実証実験の対象路線拡大について 

 

１．経緯 

  新型コロナウイルス感染拡大の要因となる接触機会を減らし、感染抑制に向けた衛生 

環境を構築するとともに利用者の利便性向上を図るため、令和 3年 3月 22日から「まち

なか循環ルート」でキャッシュレス決済システムの導入社会実験を開始した。 

この度、南区バスにおけるキャッシュレス決済の導入の可能性を広く検討するため、令

和 4年 1月 17日（月）から社会実験の対象路線を南区バスの全ルートに拡大した。 

 

２．変更概要 

 変更前 変更後 

らくらくチケレス 

導入運行ルート 

×北部ルート 

×大鷲ルート 

×白根・さつき野駅ルート 

×新飯田・茨曽根ルート 

×庄瀬ルート 

×東部ルート 

〇まちなか循環ルート 

「ぐるりん号」 

〇北部ルート 

〇大鷲ルート 

〇白根・さつき野駅ルート 

〇新飯田・茨曽根ルート 

〇庄瀬ルート 

〇東部ルート 

〇まちなか循環ルート 

「ぐるりん号」 

 

 

３．現在の利用状況（令和 3年 3月～11月実績） 

利用者数 26人 

月間平均利用者数 2.9人／月 

 

 

４．らくらくチケレス導入ルート拡大に伴う周知について 

 ・南区役所だよりへの掲載 令和 4年 1月 16日掲載 

 ・南区 Twitterへの掲載  令和 4年 1月 17日掲載 


